
広報 迅速かつ的確に

【高畠町ホームページ】  http://www.town.takahata.yamagata.jp

2008
平成20年

No.887

《主な内容》
◎青竹ちょうちんまつりが開催され
　ました
◎第５次高畠町総合計画を策定中
◎あなたの子育て応援します
◎新しい農業委員が決まりました

８月３日㈰役場前を会場に、「第30回山形県消防操法大会（東
南置賜支部）」が行われました。
　この大会は、消防団の操法技術の向上を目的とし、隊員の規
律・節度・スピードを競うもので、高畠町、米沢市、南陽市、
川西町の代表が出場しました。
　ポンプ車操法、小型ポンプ操法の２種目で技術を競い、ポン
プ車操法の部で第６分団第１部第１班（糠野目）が見事優勝し、
高畠町消防団のレベルの高さを披露しました。

人　

口

計 26,157人
男 12,654人
女 13,503人

世帯数 7,500世帯

（８月１日現在）
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勇
壮

　

た
か
は
た
の
夏

掛
け
声
と
と
も
に
弾
む

掛
け
声
と
と
も
に
弾
む
神神み
こ
し

み
こ
し輿輿

。。

　

人
々
に
誘
わ
れ
揺
れ
る
青
竹
。

　

人
々
に
誘
わ
れ
揺
れ
る
青
竹
。

　
　

ま
ほ
ろ
ば
の
里
に
響
く
歓
声
。

　
　

ま
ほ
ろ
ば
の
里
に
響
く
歓
声
。

た
か
は
た
の
夏
を
彩
る

た
か
は
た
の
夏
を
彩
る

〝
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
〞
が

〝
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
〞
が

勇
壮
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

勇
壮
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「御仮屋のまつり」ともいわ

れる青竹ちょうちんまつりは、

青竹にちょうちんをつけた祭り

として地方色豊かな、古い伝統

を持つ由緒ある行事です。

　古説によると、昔、安久津八

幡（源氏）の神
み こ し

輿が毎年８月 15

日に高畠厳島神社（平家）を遷座

「お仮屋」としました。このと

きに道筋の家々では、近くの屋

代川の川辺に茂る青竹を採り、

それぞれ紅ちょうちんを掲げて

お神輿の送迎をしたのが、青竹

ちょうちんまつりとなったとい

われています。
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【
現
状
と
課
題
】

　

◎
自
然
に
対
す
る
モ
ラ
ル
低
下

　

◎
町
の
特
徴
は
歴
史

　

◎
地
域
で
の
環
境
意
識
が
高
い

　

◎
活
動
を
通
じ
て
仲
間
意
識
が
強

　
　

く
な
り
充
実
感
を
実
感

　

◎
地
域
づ
く
り
の
土
台
は
団
体
活
動

　
　

で
あ
り
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る

　

◎
松
枯
れ
対
策

　

◎
郷
土
資
料
館
は
町
民
の
財
産
で

　
　

あ
り
開
館
す
べ
き
で
あ
る

　

◎
町
が
本
当
に
歴
史
を
大
切
に
し

　
　

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い

【
将
来
に
向
け
て
】

　

◎
一
人
ひ
と
り
が
役
割
を
も
っ
て

　
　

協
力
で
き
る
体
制
づ
く
り

　

◎
お
金
を
か
け
ず
に
汗
を
流
し
て

　
　

環
境
整
備
を
行
う

　

◎
集
落
の
神
社
等
の
保
護

　

◎
高
畠
の
魅
力
を
一
人
ひ
と
り
が

　
　

語
れ
る
ま
ち

　

◎
行
政
と
町
民
が
一
緒
に
活
動

　

◎
町
は
町
内
の
団
体
の
活
動
把
握

　
　

と
情
報
提
供
を
し
て
ほ
し
い

　

◎
郷
土
資
料
館
は
町
民
の
財
産
。

　
　

古
文
書
な
ど
の
資
料
収
集
必
要

　

◎
子
ど
も
や
若
者
が
住
め
る
ま
ち

　
　

は
、
高
齢
者
も
明
る
く
安
心
し

　
　

て
住
め
る
ま
ち

　

◎
風
景
は
住
む
人
の
〝
品
格
〞
を

　
　

表
す

　

◎
未
来
の
子
ど
も
た
ち
を
心
豊
か

【
現
状
と
課
題
】

　

◎
地
域
に
子
ど
も
同
士
の
遊
び
相

　
　

手
が
い
な
い

　

◎
外
に
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い（
木
陰
）

　

◎
出
産
後
働
く
場
所
が
近
く
に
な
い

　

◎
近
く
に
急
患
を
診
て
く
れ
る
小

　
　

児
科
が
な
い

　

◎
近
く
に
産
科
が
な
く
長
距
離
運

　
　

転
は
大
変

　

◎
町
の
仕
組
み
な
ど
の
情
報
が
わ

　
　

か
ら
な
い

　

◎
老
人
ク
ラ
ブ
の
激
減

　

◎「
あ
り
が
と
う
」「
す
み
ま
せ
ん
」

　
　

の
言
葉
が
聞
か
れ
な
い
社
会

　

◎
障
が
い
者
雇
用
の
事
業
所
が
少

　
　

な
い

　

◎
自
殺
率
が
高
い

　

◎
病
院
は
相
手
を
考
え
て
患
者
と

　
　

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

　

◎
偏
見（
障
が
い
者
へ
の
）を
な
く

　
　

す
た
め
の
教
育
が
少
な
い

　

◎
健
康
運
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動

【
現
状
と
課
題
】

　

◎
公
共
工
事
が
激
減（
建
設
関
係
）

　

◎
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　

に
取
り
組
ん
で
い
る
（
建
設
・

　
　

工
業
・
会
議
所
）

　
　

に
育
て
た
い

　

◎
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
・
食
料
自

　
　

給
率
１
０
０
％
の
町
を
目
指
そ
う

《
将
来
の
高
畠
町
の
キ
ー
ワ
ー
ド
》

「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

　

◎
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
助
け
合
う

　

◎
声
が
け
す
る

　

◎
学
童
保
育
所
の
整
備

　

◎
地
産
地
消
で
の
顔
の
見
え
る
関
係

　

◎
働
く
場
所
が
あ
る

　

◎
川
で
遊
べ
る

　

◎
医
者
の
確
保

　

◎
社
会
保
障
で
老
後
が
安
心

　

◎
災
害
対
策

　

◎
自
給
率
の
確
保

　

◎
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
（
高

　
　

齢
者
等
の
把
握
と
対
応
）

「
自
然
が
豊
か
で
の
ん
び
り
暮
ら
せ

る
ま
ち
」

　

◎
子
ど
も
が
里
山
や
川
で
遊
べ
る

　

◎
空
気
が
お
い
し
い
町

　
　

が
知
ら
れ
て
い
な
い　

　

◎
石
油
高
騰
や
後
期
高
齢
者
な
ど

　
　

現
実
的
な
課
題
抜
き
に
町
政
運

　
　

営
は
難
し
い

　

◎
福
祉
の
一
番
の
課
題
は
核
家
族

　
　

し
つ
け
な
ど
家
庭
の
問
題
だ

【
将
来
に
向
け
て
】

　

◎
子
ど
も
が
い
っ
ぱ
い
い
る
町

　

◎
安
心
し
て
出
産
子
育
て
が
で
き

　
　

る
産
婦
人
科
・
小
児
科
が
あ
る

　

◎
子
育
て
は
経
済
的
理
由
ば
か
り

　
　

で
は
な
く
、
日
頃
の
ケ
ア
が
大
切

　

◎
若
い
頃
か
ら
の
運
動
習
慣
が
大
切

　

◎
こ
こ
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と

　
　

い
う
町
づ
く
り

　

◎
地
域
み
ん
な
で
子
ど
も
を
育
て

　
　

る
体
制

　

◎
高
齢
者
が
元
気
で
働
け
る
仕
組
み

　

◎
魅
力
あ
る
職
業
で
後
継
者
づ
く
り

　

◎
障
が
い
者
が
い
つ
で
も
集
ま
れ

　
　

る
場
づ
く
り

　

◎
行
政
と
住
民
が
情
報
交
換
や
何

　
　

で
も
話
せ
る
関
係
づ
く
り

　

◎
財
政
が
厳
し
い
時
は
負
担
し
な

　
　

が
ら
も
施
設
を
有
効
活
用
し
よ
う

　

◎
高
畠（
有
機
農
業
の
地
）が
ブ
ラ

　
　

ン
ド
に
な
っ
て
い
る

　

◎
町
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え

　
　

な
い

　

◎
後
継
者
不
足

　

◎
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
町
が
通

　
　

過
点
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

　

◎
外
部
評
価
を
入
れ
た
ら
ど
う
か

　

◎
人
事
異
動
が
早
す
ぎ
る

　

◎
議
員
に
も
意
見
交
換
な
ど
で
現

　
　

状
把
握
を
し
て
ほ
し
い

　

◎
行
政
職
員
は
現
場
の
実
情
を
知

　
　

っ
て
ほ
し
い

　

◎
税
収
の
増
加
策

　

◎
歴
史
や
風
土
を
大
切
に

　

◎
若
い
世
代
を
巻
き
込
ん
で
の
ま

　
　

ち
づ
く
り
が
必
要

【
将
来
に
向
け
て
】

　

◎
人
口
予
測
に
よ
る
計
画
づ
く
り

　

◎
遊
休
地
の
利
活
用

　

◎
地
元
木
材
の
利
活
用

　

◎
高
齢
者
に
優
し
い
商
店
街
づ
く
り

　

◎
工
業
分
野
で
も
技
術
の
「
地
産

　
　

地
消
」
の
発
想
と
仕
組
み
を

　

◎
行
政
の
指
導
力
に
期
待

　

◎
技
術
の
伝
承

　

◎
親
父
の
仕
事
を
継
ぎ
た
い
と
思

　
　

う
ま
ち
づ
く
り

　

◎
町
の
こ
れ
か
ら
を
み
ん
な
で
一

　
　

緒
に
考
え
る
機
会
を
つ
く
る

　

◎
多
様
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
風

　
　

通
し
の
よ
い
町

　

◎
１
万
年
の
歴
史
を
大
切
に

　

◎
高
齢
者
も
住
み
や
す
い
質
の
高

ずっと、ずっと住みたい大好きな高畠。ずっと、ずっと住みたい大好きな高畠。
こどもや孫たちに、大好きな高畠をもっと好きになってほしい。こどもや孫たちに、大好きな高畠をもっと好きになってほしい。
みんなが、元気で安心して暮らせるまちになってほしい。みんなが、元気で安心して暮らせるまちになってほしい。
私たちはこれからみんなで、どんなまちづくりに取り組めばよいのか、私たちはこれからみんなで、どんなまちづくりに取り組めばよいのか、
6月末から7月まで４５の団体やグループからご協力をいただき、6月末から7月まで４５の団体やグループからご協力をいただき、
延べ300人の方から、総合計画に対するご意見をいただきました。延べ300人の方から、総合計画に対するご意見をいただきました。

第５次高畠町総合計画を策定中第５次高畠町総合計画を策定中

〜
ず
っ
と
住
み
た
い〝
た
か
は
た
〞づ
く
り
〜

〜
ず
っ
と
住
み
た
い〝
た
か
は
た
〞づ
く
り
〜

総
合
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
懇
談
会
の
概
要（
前
編
）

総
合
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
懇
談
会
の
概
要（
前
編
）

自
然
・
歴
史
・
文
化
財
・
環
境

　

◎
農
地
が
し
っ
か
り
守
ら
れ
て
い
る

　

◎
山
が
き
れ
い

　

◎
騒
音
が
な
い

　

◎
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
な
い
ま
ち

　

◎
自
給
自
足
（
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ

　
　

ー
）
が
で
き
る
ま
ち

　

◎
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る

　

◎
家
族
と
ゆ
っ
く
り
話
が
で
き
る

健
康
・
子
育
て
・

　
　
　
　
　

福
祉
・
生
き
が
い

農
業
・
商
業
・

　
　
　
　

工
業
・
観
光
・
交
流

一．　　　　一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章 

45

一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

　
　

い
町

　

◎
登
山
な
ど
自
然
と
交
流
が
テ
ー

　
　

マ
の
観
光
政
策

　

◎
女
性
が
活
き
る
町

　

◎
小
規
模
で
も
個
性
の
あ
る
産
業

　
　

の
創
出

　

◎
既
存
資
源
の
有
効
活
用

　

◎
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

　

◎
商
店
同
士
の
協
力
・
フ
ァ
ン
づ

　
　

く
り

　

◎
高
畠
産
の
素
材
の
活
用

　

今
回
は
、
５
部
門
の
う
ち
３
部
門

の
概
要
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
号
後
編
で
は
、
残
り
２
部
門
と

今
後
目
指
す
町
の
方
向
性
も
示
す
予

定
で
す
。

総
合
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

総
合
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

町
企
画
課
☎

　
　
　
　

町
企
画
課
☎
（52）（52）
１
１
１
２

１
１
１
２
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児童扶養手当児童扶養手当

特別児童扶養手当特別児童扶養手当

　離婚や死亡などでお父さんと一緒に暮らしていない、子

育て家庭のお母さんに支給します。父母ともにいない場合

は、親に代わって育てている人に支給します（子どもさん

が18歳に達した年度末まで。障害児は20歳まで）。

　手当額は子どもさんの数、所得の額により異なります。

≪手当の月額≫　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
(円 )

　手当の支給を受ける方等の所得が一定額以上ある

場合には、手当の全部または一部の支給が停止され

ます。なお、所得制限は、収入額（養育費含む）から

各種の控除を行なった後の所得額により決定しま

す。

　また、公的年金（遺族年金等）をもらえるときは、

この手当を受けることはできません。

受 給 対 象 児 童 数

１人 ２人 ３人 ４人 ５人

全額支給 41,720 46,720 49,720 52,720 55,720
一部支給 所得に応じて減額されます

Ｑ どんな人が該当しますか？

Ｑ 条件はありますか？

Ｑ 支給額はいくらですか？

　重度～中度の障がいを持った子どもさんを

在宅で育てている方に支給します（20歳まで）。

①施設に入所しているとき、年金を受けてい  

　るときは受給できません。

②所得制限があります。

③障がいの程度が該当するかどうか、診断書

　を提出して審査を受ける必要があります。

いずれの手当も、申請手続きが必要です。

詳しくは、お問い合わせください。

▼問合せ先／町健康福祉課児童福祉室　☎521116

Ｑ どんな人が該当しますか？

Ｑ 条件はありますか？

Ｑ 支給額はいくらですか？

～児童扶養手当および特別児童扶養手当を受給している方へ～

こんなときこんな手当が受けられます
ご存
知ですか？

ご存
知ですか？

ご存
知ですか？

月額／１級５０，７５０円　２級３３，８００円

　児童扶養手当を受けている方は８月29日まで
に「現況届」を、特別児童扶養手当を受けている
方は９月10日までに「所得状況届」を出していた
だく必要があります。この届を忘れると、手当
の支給が停止されますのでご注意ください。

　

平
成
19
年
10
月
か
ら
旧
高
畠
高
校
跡

地
に
建
設
し
て
い
る
「
た
か
は
た
こ
ど

も
園
」
が
来
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
急
ピ
ッ
チ
で
準
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
「
認
定
こ
ど
も
園
」

の
認
証
を
と
る
手
続
き
に
入
り
ま
す
。

　

「
認
定
こ
ど
も
園
」
は
保
育
園
と
幼

稚
園
を
一
緒
に
し
た
よ
う
な
制
度
で

す
。
家
族
の
就
労
な
ど
で
日
中
、
家
庭

で
保
育
で
き
な
い
お
子
さ
ん（
長
時
間

保
育
児
）
と
、
家
庭
で
保
育
で
き
る
が

幼
稚
園
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
お
子
さ

ん（
短
時
間
保
育
児
）が
、
一
定
の
時
間
、

同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
過
ご
し
ま
す
。

同
じ
行
事
で
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
お
友
達
が
で
き
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

「
た
か
は
た
こ
ど
も
園
」
の
定
員
は

幼
稚
園
児
に
あ
た
る
短
時
間
保
育
児
が

60
人
（
一
学
年
20
人
・
３
歳
以
上
児
）、

保
育
園
児
に
あ
た
る
長
時
間
保
育
児
が

３
０
０
人
（
０
歳
児
〜
５
歳
児
）
で
す
。

　

新
し
い
施
設
は
ホ
ー
ル
と
玄
関
を
中

心
に
、
南
側
に
園
庭
が
広
が
り
、
そ
れ

を
囲
ん
で
保
育
室
が
並
ぶ
明
る
い
配
置

で
す
。

　

平
成
21
年
度
の
園
児
募
集
は
、
ほ
か

の
公
私
立
保
育
園
と
同
じ
今
年
10
月
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。
９
月
号
の
「
広
報

た
か
は
た
」
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

お
答
え
し
ま
す

「
た
か
は
た
こ
ど
も
園
」っ
て
ど
ん
な
施
設
？

一時保育 　一時保育は、保護者が病気や冠婚葬祭などで、一時的に家庭で保育できなくなった時に保育園
でお預かりする制度です。保育園に入っていないお子さんが対象です。

●対象／原則として生後６カ月から就学前までの児童
●保育実施日／「日曜・祭日および園長が特に指定し
　た日」を除いた日
●実施保育園／高 畠 保 育 園☎（52）０６０７
　　　　　　　昭 和 保 育 園☎（52）００３５
　　　　　　　つくし保育園☎（57）３２１３
　　　　　　　なかよし保育園☎（57）０５８９

●利用料金／

保育料
（１日当たり）

４時間以内 ４時間超
８時間以内 ８時間超

1,200 円 2,400 円 3,000 円

●申込方法／利用したい保育園に直接、利用日前日ま
でに利用登録を行ってください。

高畠町ファミリー
サポートセンター

　平成16年４月から、ＮＰＯ法人「すぷうん」に町から委託をして活動を行っています。
ファミリーサポートセンター事業は、子育てを会員同士で助け合う組織です。子育てを
手伝ってほしい方は「利用会員」、子育てを手伝ってくれる方は「協力会員」として登
録します。センターが条件に合った会員同士を紹介します。安心してご利用ください。

☆こんなときにご利用ください。
◎保育園や幼稚園、小学校、学童保育所までの送迎や、
　開始前・終了後に子どもを預かってほしいとき
◎保護者が急用・用事（冠婚葬祭、買い物、病院、美
　容院等）などで、臨時的、突発的に子どもを預かっ
　てほしいとき
●登録条件／０歳～小学校６年生の子どもをお持ちで
　子育てを手伝ってほしい方。または手伝いたい方。

●利用料金
　（料金は利用会員が協力会員に直接支払います）
月曜日～土曜日の
７時～ 19時

０～２歳児 700円（１時間当たり）
３歳児以上 600円（１時間当たり）

上記以外
子どもが軽い病気の時

０～２歳児 800円（１時間当たり）
３歳児以上 700円（１時間当たり）

●問合せ先／ＮＰＯ法人「すぷうん」
　　　　　　☎（52）５３３３

　平成19年４月に総合交流プラザ内に「子育て支援センター」と「ファミリーサポートセンター」が移転して、
１年が経過しました。「子育て支援センター」には１年間で延べ１万人が来所し、子育て中のおかあさん方
の力強い味方となっています。「ファミリーサポートセンター」は同じく延べ 1,600 人の方が利用され、こ
ちらも大きな応援団となっています。

高畠町
子育て支援センター

　子育て支援センターは、就学前のお子さんとおうちの方が一緒に遊びに来ていただける
所です。子育ての仲間と出会い、一緒に話をしたり、遊んだりしてみませんか。スタッフ
が子育てを応援します。

●子育て広場（親子で自由に遊ぶことができます）
　月・火・水・金・土曜日：９時30分～12時、13時～16時
　木曜日：13時～16時
●育児相談（電話相談および面接相談）
　月・火・水・金曜日：９時30分～16時
　木曜日：13時～16時　☎（51）０３５０
●保健師相談
　毎月第１月曜日：９時30分～11時
　※希望の方にお子さんの身長、体重の計測をします。
●育児講座（年６回）
　これからの予定…10月笑顔いっぱい芋煮会、12月
　クリスマスリース、２月アロマテラピー

●出前子育て広場（各地区へ出張いたします）
　対象／就学前のお友だち
　期日／第１木曜日（亀岡地区公民館）
　　　　第３木曜日（和田地区公民館）
　　　　第２・４木曜日（糠野目生涯学習館）
　時間／９時30分～11時
　お気軽においでください。
●問合せ先／高畠町子育て支援センター
　　　　　　☎（51）０３５０

　まず、お子さんと一緒に遊びに来てください。いろいろなおもちゃで遊びましょう。そして、たくさんの方
とお友達になりましょう。手続きは簡単、「利用者受付用紙」の記入と通信費 1,000 円（１年間）をいただいて
います。

支援センターで遊ぶにはどうするの？手続きはどうするの？

あなたの子育て　あなたの子育て　応援応援しますします
　　一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章　　　　一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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９月９日は

　救急業務や救急医療体制をみなさんに正しく理解し
ていただくため、９月９日は「救急の日」となってい
ます。また、この日を含む９月７日㈰から 13 日㈯ま
での１週間は「救急医療週間」です。この機会に、救
急車の正しい利用法を考えるとともに、救急車が現場
に到着するまでの貴重な時間に何をすべきか考えてみ
ましょう。
　また、救急医療週間の行事として毎年行われている
「救急フォーラム置賜」が高畠町を会場に開催されま
す。災害医療に関する講演や置賜の消防署員による寸
劇、消防車と救急車の機能を併せ持った『消救車』の
展示など、内容盛りだくさんです。ぜひ、ご家族みん
なで見学に来てください。

【救急フォーラム置賜２００８】

　 ▼日時／９月６日㈯　13時10分～16時30分

　 ▼会場／高畠町文化ホール「まほら」

　 ▼問合せ先／町消防署救急担当☎（52）１５０５
　　置賜地区救急医療対策協議会事務局（置賜保健所
　　保健企画課内）☎（22）３８７２

　

９
月
14
日
㈰
、
和
田
小
学
校
周
辺

を
会
場
に
、
11
時
25
分
か
ら
13
時
45

分
ま
で
「
高
畠
町
総
合
防
災
訓
練
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
防

災
関
係
機
関
と
の
相
互
協
力
体
制

の
構
築
や
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

長
井
盆
地
西
縁
断
層
帯
を
震
源
と

す
る
直
下
型
地
震
に
よ
り
高
畠
町
で

震
度
６
強
を
記
録
し
た
と
の
想
定

で
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
は
じ
め
、

避
難
所
開
設
や
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救

助
救
出
、
起
震
車
や
煙
体
験
な
ど
、

関
係
機
関
に
よ
る
各
種
の
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
ぜ
ひ
多
く
の
み
な
さ
ん

に
ご
観
覧
い
た
だ
き
、
こ
の
機
会
に

地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

○
問
合
せ
先
／
町
総
務
課
防
災
グ
ル

　

ー
プ
☎
52
３
７
４
４

総
合
防
災
訓
練
・
消
防
団
分
団
演
習
を
行
い
ま
す

総
合
防
災
訓
練
・
消
防
団
分
団
演
習
を
行
い
ま
す

○
第
５
分
団
／
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　
（
中
和
田
西
部
地
区　

13
時
）

　
（
式
典
会
場
：
和
田
小
学
校
グ
ラ

　

ウ
ン
ド
）

○
第
６
分
団
／
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　
（
沢
口
地
区　

13
時
45
分
）

　
（
式
典
会
場
：
糠
野
目
小
学
校
グ

　

ラ
ウ
ン
ド
）

▼
問
合
せ
先
／
町
消
防
本
部

☎
52
１
５
０
５

　

近
年
、
相
次
い
で
起
こ
る
強
い
地

震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
。「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
た
め
に
、
過
去
の
災
害
か
ら
学

び
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ

う
。

◇
日
時
／
８
月
31
日
㈰　

13
時
30
分

　

〜
15
時

◇
会
場
／
町
中
央
公
民
館
大
会
議
室

◇
対
象
／
自
主
防
災
会
メ
ン
バ
ー
、

　

地
域
防
災
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど

　

ど
な
た
で
も

「
自
主
防
災
組
織
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す

車
両
の
通
行
を

制
限
し
ま
す

高
畠
町
総
合
防
災
訓
練

高
畠
町
消
防
団
分
団
演
習

　

高
畠
町
総
合
防
災
訓
練
と
併
せ
、

消
防
団
分
団
演
習
が
９
月
14
日
㈰
各

地
区
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
各
地
区
で
半
鐘
や
消
防

ポ
ン
プ
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の

で
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

○
第
１
分
団
／
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　
（
桜
木
町
地
区　

13
時
40
分
）

　
（
式
典
会
場
：
高
畠
小
学
校
グ
ラ

　

ウ
ン
ド
）

○
第
２
分
団
／
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　
（
中
地
区　

13
時
50
分
）

　
（
式
典
会
場
：
二
井
宿
小
学
校
グ

　

ラ
ウ
ン
ド
）

○
第
３
分
団
／
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　
（
山
崎
地
区　

13
時
30
分
）

　
（
式
典
会
場
：
屋
代
小
学
校
グ
ラ

　

ウ
ン
ド
）

○
第
４
分
団
／
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　
（
露
藤
中
地
区　

13
時
30
分
）

　
（
式
典
会
場
：
亀
岡
小
学
校
グ
ラ

　

ウ
ン
ド
）

◇
講
演
／
テ
ー
マ
「
大
震
災
か
ら
ま

　

ち
を
守
る
た
め
に
」

◇
講
師
／
新
潟
県
長
岡
市
山
古
志
支

　

所
地
域
振
興
課
長　

齋
藤
隆
氏

◇
参
加
料
／
無
料

◇
申
込
・
問
合
せ
先
／
町
総
務
課
防

　

災
グ
ル
ー
プ
☎
52
３
７
４
４

　

総
合
防
災
訓
練

お
よ
び
分
団
演
習

の
た
め
、
会
場
周

辺
で
通
行
を
制
限

し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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地
域
農
業
振
興

地
域
農
業
振
興
のの
推
進
役

推
進
役

「
農
業
委
員
」

「
農
業
委
員
」のの
方
々
方
々
で
す
で
す

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
高
畠
町
農
業
委
員
会
の
新
し
い
委
員

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
高
畠
町
農
業
委
員
会
の
新
し
い
委
員
2424
人
が
決
ま
り

人
が
決
ま
り

ま
し
た
。
地
域
農
業
の
振
興
に
む
け
て
活
動
い
た
し
ま
す
。

ま
し
た
。
地
域
農
業
の
振
興
に
む
け
て
活
動
い
た
し
ま
す
。

中島南・北中島南・北
濱 田 一 雄濱 田 一 雄

荒町一・二荒町一・二
高安　塩森　飯森高安　塩森　飯森

渡 部 一 博渡 部 一 博

根岸　竹上　竹中根岸　竹上　竹中
竹下　竹向　竹下　竹向　
三条目　相森三条目　相森

八 巻 善 朗八 巻 善 朗

大笹生　山越大笹生　山越
菅 野 節 子菅 野 節 子

北目　弥生町　泉岡北目　弥生町　泉岡
渡 部 一 康渡 部 一 康

三軒屋　上町　仲町三軒屋　上町　仲町
宮町　家中　小其塚宮町　家中　小其塚

亀岡一・二・三・四亀岡一・二・三・四
文殊ヶ丘文殊ヶ丘

齋 籐 　 孝齋 籐 　 孝

市 川 憲 司市 川 憲 司

下町　共栄　蛇口下町　共栄　蛇口
上平柳　西町上平柳　西町

我 妻 武 宣我 妻 武 宣
駄子町　蛭沢　入蛭沢駄子町　蛭沢　入蛭沢
金原湯在家・熊の前・金原湯在家・熊の前・
新田新田

本 田 和 夫本 田 和 夫

上駄子町　弁天前上駄子町　弁天前
下宿　上宿下宿　上宿

志 賀 良 弘志 賀 良 弘

委員長委員長

馬頭東・西馬頭東・西
佐沢上・下　南佐沢佐沢上・下　南佐沢

遠 藤 五 一遠 藤 五 一
両組両組
中和田東部・西部中和田東部・西部
元和田北・西元和田北・西

西方登茂治西方登茂治

旭町　御入水　青葉町旭町　御入水　青葉町
安久津一・二　緑町安久津一・二　緑町
鳥居町　小郡山鳥居町　小郡山
元町三　元町元町三　元町

島 津 好 一島 津 好 一
委員長委員長

下和田12・北・南下和田12・北・南
鈴 木 利 一鈴 木 利 一

東本町　西本町　館の内東本町　西本町　館の内
粡町　山崎　柏木目粡町　山崎　柏木目
川沼川沼

金子和三郎金子和三郎

露藤上・中・下露藤上・中・下
相 良 收 一相 良 收 一

副委員長副委員長

田沢　筋　中　入田沢　筋　中　入
中 川 清 一中 川 清 一

上和田第一・二・三上和田第一・二・三
川北上・下　海上小倉川北上・下　海上小倉
立石立石

鏡 　 知 行鏡 　 知 行

時沢　野手倉　日向時沢　野手倉　日向
細越細越

河 合 三 夫河 合 三 夫

副委員長

大町一・二・三大町一・二・三
横町　桜木町横町　桜木町
幸町幸町一・二・三一・二・三

本田香奈子本田香奈子

山 口 令 和山 口 令 和
沢口　駅前　元山崎沢口　駅前　元山崎
本町　上山崎本町　上山崎
若葉平若葉平

中 川 　 進中 川 　 進
入生田南・西・北入生田南・西・北
船橋船橋

井 上 孝 一井 上 孝 一
深上　西館　中組深上　西館　中組
砂押　大新　中才砂押　大新　中才

竹 田 俊 雄竹 田 俊 雄

会
長
職
務
代
理

会
長
職
務
代
理

会　

長

会　

長
◯：農 地 専 門
　　委員会委員

◯：農業振興専門
委員会委員
氏　　　名

担当集落名

議席番号順に紹介

地

振

振地

津久茂　夏刈　中瀬津久茂　夏刈　中瀬
石岡石岡

振 振 振 振 振

振振振

振 振 振

地 地 地 地

地

地 地 地

地地地
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「げんき館」「げんき館」みんなの健康ガイドみんなの健康ガイド

９月、10月の検診日程(特定健診、胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診、結核健康診断）

☆受付時間／ 40～64歳：７時～７時45分、65歳以上：７時 45 分～８時 30 分

　普段の生活の中に運動を取り入れていくことの楽しさを地域の皆さんに
伝えて、運動のきっかけづくりを行ったり、「運動したい」と思う人に健

康運動の方法を教える地域のボランティアです。

＊健康運動サポーターの指導内容は？
　…主に肩、腰、膝の痛みを予防したり
　　和らげる運動としてストレッチ、筋力
　　アップ体操等を紹介します。
＊対象は？…運動したいと思っている方
　ならどなたでも。
＊費用は？…無料です。
＊申込は？…仲間と一緒に小集団でお申し
　込みください。（お一人の場合もご相談に応じます）

　連絡先：代表　佐藤朋子　☎ 52-0516

～きらきら笑顔！～～きらきら笑顔！～

げんき高畠２１（高畠町健康増進計画）げんき高畠２１（高畠町健康増進計画）

町の健康増進計画である“げんき町の健康増進計画である“げんき
高畠２１”では、子供から大人ま高畠２１”では、子供から大人ま
で自分に合った「身体活動・運動」で自分に合った「身体活動・運動」
が楽しみながらできることを目指が楽しみながらできることを目指
しています。このような取り組みしています。このような取り組み
を応援するために、高畠町では“健を応援するために、高畠町では“健
康運動サポーター”の皆さんが活康運動サポーター”の皆さんが活
躍しています。皆さんも健康運動躍しています。皆さんも健康運動
サポーターと一緒に運動してみまサポーターと一緒に運動してみま
せんか？せんか？

健康運動サポーターって何をする人？

ポリオ予防接種日程（秋季）

◎会場：高畠町健康管理施設「げんき館」

◎受付時間：13時～13時30分
◎持ち物：母子健康手帳、予防接種手帳（予診票）

期日 対象児 その他

９月９日㈫ 平成19年７月～９月生

左記以外で７歳

半までの未接種

のお子さん

９月10日㈬ 平成19年10月～12月生

９月19日㈮ 平成20年１月、２月生

10月１日㈬ 平成20年３月、４月生

10月７日㈫ 平成20年５月、６月生

マ マ パ パ 学 級 の ご 案 内
　妊娠中の過ごし方や出産・育児についてお話ししましょう。ママだけという方や、２人目以降の方も
ぜひご参加ください。なお、事前の申込み（げんき館へ）が必要です。

対　象 妊娠前期・中期（妊娠２７週までの方） 妊娠後期（２８週以降の方）

日　時 ９月４日㈭　13時30分～15時30分 ９月18日㈭　13時30分～15時30分

内　容
・日常生活のポイント　・食を育もう（妊娠期）
・一緒にやってみよう妊娠体操　等

・分娩の経過と過ごし方
・赤ちゃんが生れたら（お風呂の入れ方など）　等

会　場 高畠町健康管理施設「げんき館」

月　　日 会　　　場 対　　象　　地　　区
９月４日㈭

和 田 地 区 公 民 館

両組、川北上、川北下
９月５日㈮ 海上小倉、中和田東部、中和田西部
９月18日㈭ 下和田12、下和田北、下和田南
９月19日㈮ 元和田北、元和田西、馬頭東、馬頭西
10月８日㈬ 佐沢上、佐沢下、南佐沢
10月９日㈭

生 涯 学 習 館

三軒屋、上町、仲町、宮町、家中
10月10日㈮ 沢口、蛇口
10月17日㈮ 下町、若葉平
10月23日㈭ 上平柳、駅前、上山崎
10月24日㈮ 高 畠 町 げ ん き 館 大町一、大町二、大町三
10月31日㈮ 生 涯 学 習 館 小其塚、共栄、元山崎、中瀬

上駄子町公民館：９時～９時30分 和田地区公民館：10時30分～11時30分 中央公民館：13時30分～16時

…愛の献血にご協力ください…　９月25日㈭（200㎖、400㎖献血。成分献血は行いません）

10▼作品の送り先は…〒992-0392 大字高畠436 町企画課「文芸欄」まで。川柳、俳
句、短歌部門は部門を明記のうえハガキ１枚に。詩部門については便箋等に記入
し、封書にてお送りください。住所・氏名・電話番号を忘れずにお書きください。
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居心地の良い学校をつくる

　今年度高畠町の事業所に就職した学卒者を対象
に、「新規学卒就職者歓迎激励会」が７月 31 日㈭、
浜田広介記念館で行われました。
　山形テレビアナウンサー・熊谷瞳さんを講師に
迎え、アナウンサーの仕事を通して自分がどのよ
うに成長してきたのか体験談を交えながら、参加
した 30 人の新社会人に講演をされました。
　講演会の後は交流会が開かれ、名刺交換やお互
いの仕事の話をするなど、違う業種の人たちとの
交流を深めていました。

　　ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ　　　　　　ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ　　　

　７月 29 日、「第 37 回高畠町小学校水泳記録会」
が高畠町コミュニティープールで開催され、５・
６年生の児童が「個人の部」「リレーの部」で練
習の成果を競い合いました。
　プールサイドは真っ黒に日焼けした児童たちの
応援、かけつけた父兄の声援で熱気に包まれ、選
手を後押し。少しでもタイムを縮めようと必死に
泳ぐ選手、ゆっくりでも最後まで泳ぎ切ろうとす
る選手。目標を自信に繋げた熱い一日でした。

　高畠町衛生組合連合会（会長・遠藤進）
では、不法投棄の撲滅に役立てようと、
町内３カ所に監視灯（ソーラーライト）
を設置しました。
　役員の手作りによる監視灯で、きれい
な高畠町を見張ります。
　不法投棄は犯罪です！　絶対にやめま
しょう！

勝ったのはどっち

夢 は大きく社長です

　県内一早い「観光ぶどう園オープン式」が７月
29 日㈫、高畠地区金原のまほろば観光果樹園で
行われました。
　関係者約20人による神事やテープカットの後、
地元の小学生や二井宿保育園の園児たちが、自ら
デラウェアのもぎ取りを行い、ぶどうの皮を出す
のも忘れ口にほおばり「甘いね。おいしいね」と
歓声をあげていました。
　「ぶどう狩り」はまほろば観光果樹園のほか、
時沢観光ぶどう園、みちのく観光ぶどう金豊園（上
和田）でもできます。入園料大人 500 円～、子
供 300 円で、10 月上旬まで楽しめます。

自然が泣いています

甘いね。おいしいね。
　７月 28 日㈪、町内各中学校生徒会の相互理解
と連携を深めること、また郷土の文化や歴史・現
代社会等を見直し、郷土の未来を考えるきっかけ
づくりを目的に各生徒会役員が集い「まほろば生
徒会サミット」を開催しました。
　全生徒会が春から共通に取り組んできた「ボラ
ンティア活動」や「いじめ撲滅運動」について３
つのグループに分かれ真剣に話し合いを行い、最
後に今後の取り組みについて４校の共同宣言を行
いました。

　７月 19 日㈯～ 20 日㈰に開催された「第 48 回山形県中
学校総合体育大会」において、第一中学校３年の安孫子哲
（あびこ・てつ）君が柔道男子個人 55 ㎏級で、同じく金子
尭宙（かねこ・たかひろ）君が男子砲丸投で見事優勝を飾り
ました。
　また金子君は、先日行われた東北大会でも３位入賞を果
しました。

優勝おめでとう

つないだたすきの先に
　８月３日㈰、上山市蔵王高原坊平クロスカント
リーコースで開催された、「第３回蔵王坊平全国
ジュニア駅伝競走大会」兼「第 11 回山形県ジュ
ニア駅伝競走大会」において、高畠町男子チーム
は全国 15 位、県 14 位、女子チームは全国 21 位、
県 19 位という成績でした。また、同日開催の「第
33 回蔵王坊平クロスカントリー大会」でも、好
成績を収めました。
　当日は、気温 33℃の猛暑の中でしたが、全員
が６月から練習してきた成果を出し、精一杯力走
しました。選手の皆さん大変お疲れ様でした。

▲柔道男子個人 55㎏級優勝
安孫子　哲　君

▲男子砲丸投優勝
金 子 尭 宙　君

ペットの冥福を祈る

　「第 21 回ペット供養祭」が７月 26 日㈯、高畠
地区高安の犬の宮・猫の宮で行われました。
　町内のほか、東京都や静岡県から約 200 人の
方々が参拝に訪れ、猫の宮別当清松院の村上住職、
犬の宮別当林照院の大高住職の読経のなか、家族
の一員として生活してきた「愛犬・愛猫」を思い
浮かべ、祭壇に向かって静かに目を閉じ手を合わ
せ、焼香を行っていました。
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    こんにちは！　
高畠病院です

    こんにちは！    こんにちは！　　
高畠病院です高畠病院です

今月のテーマ今月のテーマ

「糖尿病網膜症「糖尿病網膜症
について」について」

Ｕ

　

糖
尿
病
は
全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
す
べ
て
の
糖
尿
病
患
者

さ
ん
は
眼
の
合
併
症
で
あ
る
糖
尿
病
網
膜
症

を
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
特
に
初
期
に

は
、
視
力
低
下
や
目
の
痛
み
な
ど
の
症
状
が

な
い
た
め
眼
科
受
診
が
遅
れ
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
内
科
だ
け
で
な
く
定
期
的
に
眼
科
で

検
査
を
受
け
る
の
が
重
要
で
す
。
良
好
な
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
保
ち
、
網
膜
症
を
注
意

深
く
観
察
し
て
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
、
数

十
年
に
わ
た
り
糖
尿
病
網
膜
症
が
落
ち
着
い

た
状
態
で
良
好
な
視
力
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
糖
尿
病

網
膜
症
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

網
膜
は
カ
メ
ラ
の
フ
ィ
ル
ム
の
役
割
、
つ

ま
り
光
や
色
を
感
じ
て
そ
れ
を
脳
に
伝
え
る

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
で
は
高
血
糖

に
よ
り
、
網
膜
の
神
経
組
織
お
よ
び
血
管
が

障
害
さ
れ
て
網
膜
の
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

こ
れ
が
糖
尿
病
網
膜
症
で
す
。
注
意
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
初
期
の
網
膜
症
で
は

必
ず
し
も
視
力
低
下
が
み
ら
れ
な
い
た
め
に

症
状
と
網
膜
症
の
程
度
が
並
行
し
な
い
こ
と

が
あ
り
、
発
見
が
遅
れ
る
危
険
が
あ
る
こ
と

で
す
。

公立高畠病院非常勤医師

中　野　早紀子

9月の土曜開院日は、13日・27日です
　

軽
症
の
段
階
で
は
、
血
管
の
壁
が
傷
害
さ

れ
、
一
部
が
こ
ぶ
の
よ
う
に
腫
れ
る
毛
細
血

管
瘤
が
み
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
血
液
成
分

が
血
管
外
へ
漏
れ
出
し
て
網
膜
の
点
状
出
血

を
き
た
し
ま
す
。
血
漿
成
分
が
漏
出
す
る
と

黄
斑
部
（
網
膜
の
中
で
視
力
が
最
も
鋭
い
部

分
）
や
網
膜
へ
貯
留
し
、
浮
腫（
む
く
み
）を

形
成
し
ま
す
。
こ
の
時
期
に
は
通
常
自
覚
症

状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
黄
斑
浮
腫
が
生
じ
る

と
視
力
が
低
下
し
ま
す
。

　

中
等
症
の
段
階
で
は
、
網
膜
血
管
、
特
に

毛
細
血
管
レ
ベ
ル
の
小
血
管
が
閉
塞
し
て
血

液
循
環
が
悪
化
し
、
神
経
細
胞
が
変
性
（
軟

性
白
斑
）
し
た
り
静
脈
異
常
が
生
じ
た
り
し

ま
す
。

　

重
症
の
段
階
で
は
新
生
血
管
が
発
生
し
ま

す
。
新
生
血
管
と
は
、
毛
細
血
管
の
閉
塞
領

域
か
ら
産
生
さ
れ
る
多
く
の
生
理
活
性
物
質

の
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
極
め
て
脆
弱
な

異
常
血
管
で
す
。
新
生
血
管
は
網
膜
か
ら
発

生
し
、
硝
子
体
を
足
場
と
し
て
進
展
し
ま
す

が
、
硝
子
体
の
牽
引
に
よ
り
容
易
に
出
血
し

て
硝
子
体
出
血
を
き
た
し
ま
す
。
増
殖
膜
と

よ
ば
れ
る
膜
が
生
じ
て
網
膜
を
牽
引
し
、
網

膜
剥
離
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
段
階
に
な
る
と
視
力
低
下
を
自
覚
す
る

よ
う
に
な
り
、
放
置
す
れ
ば
失
明
に
い
た
り

ま
す
。

　

糖
尿
病
網
膜
症
の
治
療
と
し
て
は
、
全
身

的
な
危
険
因
子
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
血
糖
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
、
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
）、

網
膜
光
凝
固
、
硝
子
体
手
術
が
確
立
さ
れ

て
、
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
網

膜
光
凝
固
は
新
生
血
管
の
発
生
を
予
防
す
る

目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。
外
来
通
院
で
行
う
こ

と
が
可
能
で
す
。
硝
子
体
手
術
は
硝
子
体
出

血
や
網
膜
剥
離
を
生
じ
た
場
合
に
行
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
網
膜
症
を
発
症
・
進
行
さ
せ

な
い
た
め
に
は
血
糖
や
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
最
も
重
要
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
怖
が
ら
ず
に
眼
科
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

閉院日や診療時間外での診療費のお支払いについて

８月１日から、閉院日や診療時間外に診療を受けられた方より、診療代として

５，０００円を概算でお預かりすることになりました。
精算につきましては、次回の通常診療時に会計窓口で行います。ご理解のほど、

よろしくお願いいたします。

※県単医療（　・　）等で一部負担金無しの医療証を提示された方は、概算でのお支払いはござい
　ません。
※交通事故、労災等の場合は、次の通常診療日に中央受付にてお手続きをお願いいたします。

○乳 ○身

糖尿病教室のご案内

　９月の糖尿病教室は、３日、10日、17日、
24日の毎週水曜日の開催となります。
　高畠病院内におきまして、午後１時30
分より行いますので、ぜひご参加ください。

▼問合せ先／栄養科または内科外来
                  ☎（52）１５００

　

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？

　

あ
ち
こ
ち
で
セ
ミ
の
声
が
に
ぎ
や
か
に

響
き
渡
っ
て
い
ま
す
ね
。暑
い
日
が
続
き
、

子
ど
も
た
ち
は
汗
び
っ
し
ょ
り
。
で
も
、

体
に
と
っ
て
汗
を
か
く
こ
と
は
と
っ
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

　

乳
児
期
は
、
体
の
発
達
の
過
程
で
汗
腺

が
作
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
体
温
を

調
節
す
る
機
能
が
発
達
し
ま
す
。

　

ま
た
、
蒸
し
暑
い
日
が
続
く
と
、
食
欲

が
落
ち
た
り
、
睡
眠
が
取
り
に
く
か
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ク
ー
ラ

ー
を
上
手
に
利
用
し
た
い
も
の
で
す
。

　

夏
は
、
汗
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
皮

膚
か
ら
も
水
分
が
外
に
出
て
い
き
ま
す
の

で
、水
分
補
給
は
こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
甘
い
も
の
は

控
え
、
麦
茶
や
水
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
た
っ
ぷ
り
の
栄
養
と
睡
眠
で

暑
い
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

「
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
」

問
合
せ
先
／
町
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
室　

☎
52
１
１
１
６

▲願いごと届くといいな～ ▲みんなでパネルシアター

満
１
歳
に
な
る
お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す

　
　
（
９
月
号
に
掲
載
す
る
の
は

平
成
19
年
９
月
中
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
）

●
申
込
締
切
／
９
月
５
日
㈮　
　

●
申
込
み
先
／
町
企
画
課
広
聴
広
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
52
４
４
７
６

〜
子
育
て
通
信
〜

〜
子
育
て
通
信
〜

〜
子
育
て
通
信
〜

高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

《高齢受給者証》
今月受給者証をお送りする方は
　昭和 13年８月２日生～昭和 13 年９月１日生の方
です。
　今月下旬にお送りしますので、ご確認ください。
国保以外の方は、現在加入している健康保険より交
付されます。
《乳幼児医療証》
今月末で更新が必要な方は
　新６歳児／平成14年８月２日生～平成14年９月１日生
　新５歳児／平成15年８月２日生～平成15年９月１日生
　新４歳児／平成16年８月２日生～平成16年９月１日生

　新３歳児／平成17年８月２日生
　　　　　～平成17年９月１日生
　新２歳児／平成18年８月２日生
　　　　　～平成18年９月１日生
　新１歳児／平成19年８月２日生～平成19年９月１日生

▼持ち物／①お子さんの健康保険証②印鑑（スタン
　プ印以外）③扶養者の平成 19年分の所得のわか
　るもの（平成 20 年１月１日に高畠町に住所が無
　い方）

▼申請受付期間／８月22日㈮～９月８日㈪

▼申請・問合せ先／町国保介護課医療給付室
☎（52）１３２７

今月の医療証

1415

（
応
募
は

  

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

            

デ
ー
タ
で
も

可
能
で
す
）
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高畠町立図書館
☎（52）4493

こ
ど
も
の
本

お
と
な
の
本

に行かなくちゃ！

開館時間／
火曜日から金曜日
　９時～19時
土・日曜日・祝日
　９時～17時＜おはなし会＞

９月13日㈯
10時30分～
町立図書館にて

高畠町立図書館
◎９月の休館日

●は休館日

　今月の「企画展」
『夏の夜空を見上げてみると…』
　夕涼みをしながら星の本を手に、夏の夜空を
観測してみよう。天の川や夏の大三角形など君
はいくつわかるかな？

図 書 館

★やさしいため息
青山七恵　河出書房新社

★虚夢
薬丸岳　講談社

★棟居刑事の使命の条件
　森村誠一　双葉社

★大いなる看取り
中村智志　新潮社

★葬儀・法要どうしたら？事典
土屋書店

★「ケータイ・ネット時代」の子育て論
尾木直樹　新日本出版社

　前半では、ケータイによるいじめ
など親からの最近の教育相談を取り
上げQ&A形式で解説。後半では、
ケータイやネットが子どもの人間関
係をどのように変質させているか、
家族関係にいかに新たな困難を生じ
させているかを説く。

☆かえるさんのおいけ
なかのひろたか　教育画劇

☆ 10ぴきのかえるはじめてのキャンプ
間所ひさこ　ＰＨＰ研究所

☆マリと子犬の物語
ひろはたえりこ　汐文社

☆翔太の夏
那須正幹　旺文社

☆ヴォイス
　ｱｰｼｭﾗ･K･ﾙ=ｸﾞｳｨﾝ　河出書房

☆ぼくんちのペット
いもとようこ　至光社

　あいちゃんちのペットはうさぎ。
しょうくんちのペットはかめ。あす
かちゃんちのペットはいぬ。でも、
ぼくんちは何もペットを飼っていま
せん。ある日おかあさんが、台所で
ねずみをつかまえたのだけれど…。

町立 図書館

火
２
９
16
23
30

日

７
14
21
28

土
６
13
20
27

金
５
12
19
26

水
３
10
17
24

木
４
11
18
25

月
１
８
15
22
29

《高畠町文化ホール自主企画事業》 問合せ先／町文化ホール
　　　　　☎（52）４４８９

ＢＡＮＤ　ＢＡＴＴＬＥ
2008 in Takahata2008 in Takahata
バンドマンたちのバンドマンたちの熱いバトルを観に行こう！熱いバトルを観に行こう！
　　　　★日時／８月31日㈰　13：00　Start★日時／８月31日㈰　13：00　Start
　　★会場／まほら　★入場料／ 500円　　★会場／まほら　★入場料／ 500円

すべてのチケットはすべてのチケットは
《高畠町文化ホール、高畠町太陽館、道の駅たかはた、浜田広介記念館、高砂屋菓子店、平吉弥商店》《高畠町文化ホール、高畠町太陽館、道の駅たかはた、浜田広介記念館、高砂屋菓子店、平吉弥商店》

にて取り扱っています。にて取り扱っています。

本
橋
汕
舟
・
本
橋
旭
鶯
・
高
橋
旭
盛

◆
日
時
／
９
月
27
日
㈯　

開
場
13
時
30
分

                        　

   

開
演
14
時

◆
会
場
／
ホ
ワ
イ
エ　

◆
入
場
料
／
１
千
円
（
全
席
自
由
）

　

※
未
就
学
児
の
同
伴
、
入
場
は
ご
遠
慮

　
　

く
だ
さ
い
。
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▽日時／９月20日㈯　12時開場　12時30分開演

▽会場／町文化ホール「まほら」

▽出演者／◎愛育幼児園「さくらんぼキッズ」　◎まい
　のりてぃ　◎五十嵐幸奈（声楽ソプラノ独唱）　◎大柳
　文乃（ピアノ演奏）　◎鈴木真衣子（ピアノ演奏）　◎後
　藤潤（エレクトーン独奏）　◎高畠町少年少女合唱団
　「エーデルワイス」　◎屋代小学校「ひろすけ合唱団」
　◎時沢小学校（時沢太鼓）　◎第一中学校吹奏楽部　◎
　第一中学校３学年　◎第二中学校１、２、３学年　◎第
　三中学校３学年　◎第四中学校３学年　◎高畠混声合
　唱団　◎高畠高校吹奏楽部

▽主催／高畠町・高畠町教育委員会・高畠町芸術文化協
　会・高畠町芸術文化祭「音楽祭」実行委員会

▽協賛／山形県民芸術祭

▽問合せ先／町民音楽祭事務局（町社会教育課文化室内）
☎（52）４４７２

第 13回 入場無料入場無料入場無料

▼人数／１人

▼募集要件／①社会福祉士・保健師・介護支援専
　門員のいずれかの資格を有する方②普通自動車
　運転免許を有する方

▼主な職務内容／◎介護予防マネジメント業務
　◎高齢者の相談支援業務

▼勤務条件／◎勤務時間…原則として９時～16
　時、月曜日～金曜日の週30時間◎身分…高畠
　町非常勤特別職員◎報酬…月額16万円～◎社
　会保険・有給休暇あり

▼採用期間／平成21年３月31日まで（年度を区
　切りとして更新あり）

▼申込方法／地域包括支援センターに備え付けの
　申込書により申し込みください。

▼申込期限／８月29日㈮必着

▼問合せ先／高畠町地域包括支援センター
☎（52）４４９５

高畠町地域包括支援センター
嘱託職員を募集します

老人福祉相談員をご紹介します老人福祉相談員をご紹介します
　高齢で一人暮らしの方や夫婦世帯を中心に訪問しています。日常生活に関する心配ごとや悩みごとなど、お気軽
にご相談ください。お話しをお聞きしたり、内容に応じて町健康福祉課に橋渡しをしたりしながら、高齢者の方々
が安心して暮らすためのお手伝いをしています。
▶事務局／町健康福祉課福祉推進室（げんき館）　☎（52）３５６４

〈高畠地区担当〉

土屋　啓
ひらく

さん（大町一）
☎（52）２６５９

〈二井宿地区・
高畠地区の一部担当〉

菅野正章さん（上駄子町）

☎（52）３７１９

〈屋代地区・糠野目地区担当〉

東條勝
まさゆき

行さん（上山崎）
☎（57）３０７５

〈亀岡地区・和田地区担当〉

小松春男さん（入生田南）
☎（57）２７９１

「みなさんが快適な日々を過
 ごせるよう気配りをしてま
 いります」

「気軽にお話ししながらご相
 談に応じたいと思っていま
 す」

「日頃がんばっている皆さん
 の少しでもお役に立てるよ
 う努めています」

「生活の安定と生きがいを見    
 い出していただけるよう努
 力します」
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稲子まつたけ山シーズン券販売のご案内稲子まつたけ山シーズン券販売のご案内◎和田財産区
からのお知らせ◎

【和田地区にお住まいの方】

★販売期間／①９月６日㈯９時～12時　②９月８日㈪～10日㈬
　　　　　　③９月８日㈪～12日㈮
★販売場所／①・②和田地区公民館　③町農林課
★料金／１人５，０００円
【和田地区以外の町内にお住まいの方】

★販売期間／９月８日㈪～12日㈮
★販売場所／町農林課　　★料金／１人１０，０００円

◆入山期間／９月15日頃～10月20日頃
◆その他／入山券のお求めには、印鑑が必要です。
　　　　　料金とともにご持参ください。
◆問合せ先／町農林課農村林務グループ

☎（52）１１１３
※１日ごとの入山券（2,000 円）は、入山期間中、
　稲子山管理塔で販売します。

　

町
で
は
、農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
が
５
年
を
向
か
え
る
の
を
期
に
整
備
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
上
位
計
画
の
国
土
利
用
計
画
や
都
市
計
画
等
の
各
振
興
計
画
と
充
分
整
合
性

を
図
り
、
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
農
業
者
の
方
々
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
意
見
を
基
に
、
今
後
10
年
先
を

見
通
し
た
中
長
期
計
画
の
策
定
に
な
り
ま
す
。

　

優
良
農
地
の
確
保
の
た
め
に
、「
農

地
法
」
に
よ
る
農
地
転
用
許
可
制
度

と
併
せ
て
、「
農
業
振
興
地
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
農
業

振
興
地
域
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
都
道
府
県
知
事
が

農
業
振
興
地
域
整
備
基
本
方
針
を
策

定
す
る
と
と
も
に
農
業
振
興
地
域
を

指
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
市
町
村
が

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

　

市
町
村
の
整
備
計
画
で
は
、
土
地

改
良
事
業
等
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

や
農
業
近
代
化
施
設
の
整
備
等
の
計

画
の
ほ
か
、
集
団
的
農
地
や
農
業
生

産
基
盤
整
備
事
業
の
対
象
地
等
の
優

良
な
農
地
に
つ
い
て「
農
用
地
区
域
」

と
定
め
、
当
該
区
域
は
原
則
と
し
て

農
地
転
用
を
禁
止
し
、
今
後
の
農
業

振
興
の
基
盤
と
な
る
べ
き
農
用
地
等

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
振
興
地
域
と
は
、
農
業
の
健

全
な
発
展
お
よ
び
国
土
資
源
の
合
理

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直

し
作
業
期
間
中
（
平
成
21
年
1
月
か

ら
平
成
21
年
12
月
末
ま
で
）
は
、
除

外
申
請
の
受
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
の
間

に
整
備
計
画
の
変
更
・
農
用
地
へ
の

編
入
・
用
途
変
更
等
の
ご
計
画
が
あ

【
農
業
振
興
地
域
制
度
の
概
要
】

【
農
業
振
興
地
域
】

【
地
区
座
談
会
の
開
催
】

農
地
の
有
効
利
用
と
優
良
農
用
地
の
確
保
を
目
的
と
し
て

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す

的
な
利
用
の
見
地
か
ら
今
後
10
年
間

以
上
に
わ
た
り
総
合
的
に
農
業
の
振

興
を
図
る
べ
き
地
域
を
い
い
ま
す
。

　

特
に
農
業
の
振
興
を
図
る
必
要
の

あ
る
農
用
地
等
に
つ
い
て
は
、
町
長

が
定
め
る
「
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
」
の
中
で
、
農
業
の
健
全
な
発
展

の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
集
中
的
に

行
う
「
農
用
地
区
域
」
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
こ
の
区
域
内
の
土
地
は

農
業
以
外
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
や
む
を
得
な
い
理
由
で
農

用
地
区
域
か
ら
除
外
し
た
り
、
新
た

に
基
盤
整
備
等
で
農
用
地
区
域
に
編

入
し
た
い
場
合
は
、
町
の
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
変
更
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

る
方
は
、
平
成
20
年
12
月
26
日
ま
で

変
更
要
望
書
を
農
林
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す

地
区
座
談
会
に
お
い
て
説
明
・
相
談

等
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。地　　区 日　　　時 会　　　場

高 畠 地 区 ９月５日㈮

午後７時
～９時

中 央 公 民 館
二井宿地区 ９月８日㈪ 二井宿地区公民館
屋 代 地 区 ９月９日㈫ 屋代地区公民館
亀 岡 地 区 ９月10日㈬ 亀岡地区公民館
和 田 地 区 ９月11日㈭ 和田地区公民館
糠野目地区 ９月12日㈮ 生 涯 学 習 館

▼地区座談会（説明会）の日程

▶問合せ先╱町農林課企画農政グループ　☎（52）２０８６
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新
し
い
保
険
証
は
８
月
22
日
付
け

で
郵
送
い
た
し
ま
す
が
、
８
月
中
に

届
か
な
か
っ
た
場
合
は
、
「
町
国
保

介
護
課
医
療
給
付
室
」
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保
険
証
）」
は
、
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を
証
明

す
る
も
の
で
、
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
と
き
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

高
畠
町
国
民
健
康
保
険
と
職
場
の

社
会
保
険
等
の
両
方
に
加
入
し
て
い

る
場
合
、
高
畠
町
国
民
健
康
保
険
の

喪
失
手
続
き
を
早
急
に
お
願
い
し
ま

す
。

●
必
要
な
も
の
／
①
全
員
分
の
国
民

　

健
康
保
険
証
②
全
員
分
の
新
し
い

　

健
康
保
険
証
③
ス
タ
ン
プ
印
以
外

　

の
印
鑑

●
場
所
／
住
民
生
活
課（
役
場
１
階
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

が
新
し
く
な
り
ま
す

が
新
し
く
な
り
ま
す

新
し
い
保
険
証
を

郵
送
し
ま
す

健
康
保
険
に
重
複
加
入

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

※平成20年４月からの後期高
齢者医療制度施行および退職
者医療制度改正に伴い、保険
証の有効期限が平成21年８
月31日ではない方がおられ
ます。
詳細は保険証送付の際に添付
する「国民健康保険からのお
　知らせ」をご覧ください。

◆
問
合
せ
先
／
町
国
保
介
護
課
医
療

　

給
付
室
☎
52
１
３
２
７

新しい保険証が届いたら

保険証の内容の確認をお願いします
●世帯主氏名、住所
●加入者の氏名、生年月日、性別

　　保険証（町外に就学している人）
が届いた場合は、今後必要かどうか
の確認をお願いします。

保険証の内容に誤りがあったら
　（例）社会保険に加入している方の
　　　保険証がある

保険証の内容が既に該当しなくなっ
たら
　（例）学校を卒業しているのに
　　　保険証がある

住民生活課（役場１階）で手続きをお願いします。
　持ち物：①郵送された新しい保険証
　　　　　②現在使用している保険証（社会保険等に加入した場合は
　　　　　　加入した方全員分の健康保険証）
　　　　　③印鑑（スタンプ印以外）

保険証の内容を確認

誤りや変更点がある

⬇

⬇ ⬇

学○

一戸建てをマンション感覚で・・

不動産を科学する
株式会社　菅野実務研究所

TEL 0238-52-4133　　e-mail：kanno@omn.ne.jp

ＤＯＳ・ディポジットオーナーシステム
賃貸物件を数年後に購入したい場合、物件価格からポイント金額を差引いて
購入できる、家賃が無駄にならない制度です。　【ビジネスモデル特許申請】

戸建マンション 誕生！
デザイナーズ

宅地建物取引業／山形県 9 - 1 0 3 7

　カンノジツム 　検 索 ☝ リジェンドＡ＆Ｂ

入居募集
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お
知
ら
せ

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制

抑
留
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

　

い
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
恩
給

欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引
揚

者
の「
ご
本
人
」
に
、『
特
別
慰
労
品
』

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。（
ご
遺
族
の
方

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）
引
揚
者
は
、

終
戦
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

外
地
で
生
活
を
し
て
い
て
戦
後
引
き

揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

請
求
書
は
、
町
健
康
福
祉
課（
げ
ん
き

館
内
）
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

▼
請
求
期
限
／
平
成
21
年
３
月
31
日

▼
問
合
せ
先
／
独
立
行
政
法
人
平
和

　

祈
念
事
業
特
別
基
金
事
業
部

　

☎
０
１
２
０（
２
３
４
）
９
３
３

　
（
平
日
９
時
15
分
〜
17
時
15
分
）

　

今
年
２
回
目
の
屋
代
川
河
川
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
参
加
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
／
９
月
14
日
㈰
６
時
〜
８
時

▼
場
所
／
屋
代
川
堤
防
・
河
川
敷　

▼
作
業
内
容
／
堤
防
、
河
川
敷
の
草

　

刈
と
ご
み
拾
い

▼
問
合
せ
先
／
町
建
設
課
地
域
整
備

　

室　
　
　
　
　
　

☎
52
１
１
１
４

　

日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部
で

は
、
７
月
28
日
に
北
陸
地
方
で
発
生

し
た
大
雨
に
伴
う
義
援
金
の
受
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

∧
富
山
県
７
月
大
雨
災
害
義
援
金
∨

▼
受
付
期
間
／
９
月
30
日
㈫
ま
で

∧
金
沢
豪
雨
災
害
義
援
金
∨

▼
受
付
期
間
／
平
成
21
年
１
月
30
日

　

㈮
ま
で

▼
受
付
・
問
合
せ
先
／
町
健
康
福
祉

　

今
月
の
15
日
に
郵
送
し
ま
し
た

「
保
険
料
額
変
更
通
知
書
」
は
、
新

た
に
保
険
料
の
軽
減
措
置
の
実
施
に

伴
い
保
険
料
額
が
軽
減
さ
れ
た
方
へ

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
通
知
書
」
の
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
町
国
保
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
１
３
２
４

屋
代
川
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

町
有
林
の
き
の
こ
類
採
取
権
貸
付

に
つ
い
て
公
募
し
ま
す
。

▼
貸
付
場
所
／
高
畠
町
大
字
高
畠
字

　

大
沢
山
地
内
（
旧
糠
野
目
財
産
区

　

有
地
）　

約
１
６
２
ha

▼
貸
付
期
間
／
平
成
20
年
９
月
２
日

　

〜
平
成
21
年
３
月
31
日

▼
貸
付
料
／
町
の
定
め
る
最
低
価
格

　

以
上
に
よ
る
「
入
札
」
に
よ
り
決
定

▼
貸
付
対
象
／
次
の
各
号
、
す
べ
て

　

に
適
合
す
る
者
①
高
畠
町
に
居
住

　

す
る
10
人
以
上
で
組
織
す
る
団
体

　

②
暴
力
団
等
が
関
与
し
て
い
な
い

　

団
体
③
そ
の
他
管
理
者
が
適
当
と

町
有
林
き
の
こ
類
採
取
権
の
公
募

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
見
直
し
に
よ
り

保
険
料
負
担
を
さ
ら
に
軽
減
し
ま
し
た

▼
試
験
日
・
会
場
／
○
10
月
４
日
㈯　

（
山
形
市
、
米
沢
市
、
新
庄
市
）　　

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

試　
　

験

▼
日
時
／
11
月
16
日
㈰
13
時
〜
15
時

▼
会
場
／
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
山
形

講 

演 

会

▼
試
験
日
／
10
月
11
日
㈯

▼
会
場
／
宮
内
幼
稚
園

▼
問
合
せ
先
／
宮
内
幼
稚
園　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
47
３
０
３
９

配
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

高
畠
町
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
試
験

▼
試
験
日
／
８
月
27
日
㈬

▼
問
合
せ
先
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
４
４
８
６

置
賜
地
区
私
立
幼
稚
園
教
諭
統
一
試
験

高
畠
町
体
育
協
会

　

ス
ポ
ー
ツ
医
学
講
演
会

▼
日
時
／
９
月
11
日
㈭
18
時
〜

▼
場
所
／
町
中
央
公
民
館

▼
内
容
／
演
題「
す
ぐ
に
役
立
つ
ジ

　

ュ
ニ
ア
期
の
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
・
食

　

事
学
」
山
形
大
学
地
域
教
育
文
化

　

学
部
助
教　

矢
口
友
理
氏

▼
問
合
せ
先
／
町
営
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
４
４
９
０

　
　

人
権
擁
護
委
員
が
再
任
さ
れ

　

ま
し
た
。

　
　

鈴
木　

昭　
（
下
和
田
北
）

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

募　
　

集

　

ま
ほ
ら
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
ラ
イ
ト

を
あ
び
な
が
ら
、
あ
な
た
の「
芸
」を

ご
披
露
く
だ
さ
い
。
芸
能
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
町
内
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
出
演
で
き
ま
す
。

▼
期
日
／
11
月
16
日
㈰

▼
会
場
／
町
文
化
ホ
ー
ル
「
ま
ほ
ら
」

▼
申
込
締
切
／
８
月
29
日
㈮

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
高
畠
町「
芸

　

能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
実
行
委
員

　

会
事
務
局　

社
会
教
育
課
文
化
室

　

☎
52
４
４
７
２　

℻  
52
４
４
５
９

　

絵
画
や
写
真
、
陶
芸
、
盆
栽
や
書

道
等
、
あ
な
た
の
作
品
を
展
示
し
ま

た
か
は
た
秋
祭
り「
町
芸
術

文
化
祭
」
展
示
出
展
作
品
募
集

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演
者
募
集

山
形
県
民
の
つ
ば
さ
募
集

　

〜
兵
馬
俑
・
西
安
・
大
都
市
・
上
海
を
巡
る
〜

▼
旅
行
期
間
／
10
月
11
日
㈯
〜
15
日
㈬

▼
費
用
／
１
３
７
、０
０
０
円

▼
募
集
締
切
／
９
月
10
日
㈬

▼
申
込
み
／
山
新
観
光
㈱
営
業
部

　

☎
０
２
３（
６
２
２
）
８
３
２
１

▼
問
合
せ
先
／
高
畠
町
国
際
交
流
協

　

会　
　
　
　
　
　

☎
52
５
７
０
２

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
全
額
免
除（
障
が

い
者
の
方
を
世
帯
構
成
員
に
有
し
世

帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
）、

半
額
免
除（
障
が
い
者
の
方
が
世
帯

主
の
場
合
）の
基
準
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー

　

ル
セ
ン
タ
ー

　

☎（
０
１
２
０
）
１
５
１
５
１
５

　

町
健
康
福
祉
課　

☎
52
４
４
７
３

　

http://pid.nhk.or.jp/jushinr

　

yo/exem
ption_new

1.htm
l

　

認
め
た
団
体

▼
入
札
参
加
説
明
会
／
８
月
25
日
㈪

　

11
時　

役
場
第
３
会
議
室

▼
入
札
日
／
９
月
１
日
㈪
13
時　

役

　

場
第
３
会
議
室

▼
そ
の
他
／
募
集
要
綱
は
、
入
札
参

　

加
説
明
会
以
降
に
担
当
課
で
お
渡

　

し
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
町
建
設
課
土
地
対
策
室

　
（
担
当
安
部
）　　

☎
52
１
１
１
５

せ
ん
か
。
町
在
住
の
個
人
・
団
体
の

方
々
振
る
っ
て
出
展
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
／
11
月
２
日
㈰
〜
３
日
㈷

▼
会
場
／
町
営
体
育
館
・
町
中
央
公

　

民
館

▼
申
込
締
切
／
８
月
29
日
㈮

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
高
畠
町
芸

　

術
文
化
祭
「
展
示
祭
」
実
行
委
員

　

会
事
務
局　

社
会
教
育
課
文
化
室

　

☎
52
４
４
７
２　

℻  
52
４
４
５
９

○
10
月
18
日
㈯（
酒
田
市
、
寒
河　

江
市
、
長
井
市
）
○
10
月
25
日
㈯　

（
鶴
岡
市
、
東
根
市
）

▼
種
類
／
甲
種
、
乙
種（
全
種
）、
丙

　

種　

※
願
書
は
町
消
防
本
部
に
置

　

い
て
あ
り
ま
す
。

　

http://www.shoubo-shiken.or.jp/　

〈
試
験
準
備
講
習
会
の
ご
案
内
〉

▼
種
類
／
①
乙
種
第
四
類
②
丙
種

▼
期
日
／
①
９
月
24
日
㈬
・
25
日
㈭

　

②
25
日
㈭

▼
時
間
／
９
時
〜
16
時

▼
場
所
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

▼
申
込
締
切
／
９
月
17
日
㈬

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
町
消
防
本

　

部
予
防
グ
ル
ー
プ
☎
52
１
５
０
５

　

ビ
ッ
ク
ウ
イ
ン
グ

▼
申
込
期
間
／
９
月
１
日
㈪
〜
10
月

　

３
日
㈮

▼
そ
の
他
／
試
験
前
講
習
会
へ
の
参

　

加
希
望
者
は
、
申
し
込
み
の
際
に

　

手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

課
福
祉
推
進
室   

☎
52
３
５
６
４

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
町
上
下
水

　

道
課
下
水
道
室　

☎
52
４
４
８
４

「
山
形
広
域
清
掃
工
場
建
設
予
定
地

　
　

再
考
に
関
す
る
対
話
集
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
が
、
二

井
宿
地
区
の
隣
の
上
山
市
柏
木
地
区

に
建
設
を
計
画
し
て
い
る
ご
み
焼
却

場
は
、
平
成
25
年
４
月
の
供
用
開
始

を
目
指
し
平
成
21
年
中
に
建
設
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

高
畠
町
と
し
て
は
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
で
ご
存
知
の
と
お
り
、
町
と
の
境

界
か
ら
５
㎞
以
上
離
れ
た
と
こ
ろ
に

建
設
す
る
よ
う
要
請
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

こ
の
度
そ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、
こ
の
問
題
を
多
く
の
皆
さ
ま
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
山
形
広

域
環
境
事
務
組
合
を
構
成
す
る
２
市

２
町
（
山
形
市
・
上
山
市
・
山
辺
町
・

中
山
町
）
の
市
長
、
町
長
と
高
畠
町

民
と
の
対
話
集
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

多
く
の
町
民
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
／
８
月
30
日
㈯

            　

13
時
30
分
〜　

受
付

　
　
　
　
　

14
時
〜　
　
　

開
会

▼
場
所
／
JA
山
形
お
き
た
ま
「
ハ
ピ

　

ネ
ス
」

▼
主
催
／
山
形
広
域
清
掃
工
場
建
設

　

予
定
地
再
考
に
関
す
る
対
話
集
会

　

実
行
委
員
会

▼
問
合
せ
先
／
町
住
民
生
活
課　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
１
５
９
６

▼　

建
設
予
定
地

高畠町
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　上和田「中の沢」登山

▼日時／９月21日㈰８時集合（小雨決行）

▼集合場所／上和田公民館

▼会費／ 1,000 円（芋煮会費含む）

▼申込み・問合せ先／遠藤春一☎56２３７０
　和田地区公民館☎56３００６

相　
　

談

クリスと一緒に歌いましょう

▼日時／９月７日㈰ 14 時開演

▼場所／ひろすけホール

▼入場料／ 500 円（高校生以下無料）

▼ 申込 ・問合せ先／高畠町国際交流協会（町
　総合交流プラザ内）☎52５７０２

▼
期
日
／
９
月
11
日
㈭

▼
場
所
／
置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
／
視
覚
管
理
、保
育
や
療
育
、

　

学
校
・
日
常
生
活
全
般
、
進
路
等

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
立

　

山
形
盲
学
校
相
談
・
支
援
室

　

☎
０
２
３（
６
７
２
）
４
１
１
６

催　
　

し

▼
日
時
／
９
月
19
日
㈮
19
時
〜
20
時

　

20
日
㈯
９
時
〜
14
時
10
分

▼
場
所
／
山
形
空
港
（
東
根
市
）

▼
主
な
イ
ベ
ン
ト
／
○
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

　
（
事
前
申
込
必
要
）
○
訓
練
飛
行
見

　

学
○
滑
走
路
を
歩
こ
う（
当
日
受
付

▼
日
時
／
９
月
17
日
㈬
10
時
〜

▼
会
場
／
長
井
市
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

▼
内
容
／
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼
問
合
せ
先
／
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お

　

き
た
ま　

☎
０
２
３
８
88
５
３
５
７

小川宏「写真・絵画展」

▼期間／９月１日～ 30 日９時～ 17 時

　 　 　　（30 日は 13 時まで）

▼問合せ先／道の駅たかはた☎52５４３３
　

が
ん
に
関
す
る
治
療
や
検
査
、
療
養

上
の
悩
み
、
医
療
費
等
、
様
々
な
不
安

や
心
配
ご
と
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

※
平
日
の
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
時
間
／
８
時
30
分
〜
17
時

▼
場
所
・
予
約
／
山
形
大
学
医
学
部

　

附
属
病
院
が
ん
患
者
相
談
室　
　

　
　

☎
０
２
３（
６
２
８
）５
１
５
９

身
体
障
が
い
者
の
来
所
相
談

▼
種
類
／
①
肢
体
②
聴
覚
・
言
語
・

　

平
衡
③
骨
格
構
造
義
肢
等

▼
期
日
／
①
８
月
21
日
㈭
・
28
日
㈭
・

　

９
月
４
日
㈭
・
11
日
㈭
・
18
日
㈭
・

　

25
日
㈭
②
９
月
12
日
㈮
・
26
日
㈮

　

③
８
月
28
日
㈭
・
９
月
25
日
㈭

▼
受
付
時
間
／
①
②
９
時
〜
10
時
③

　

13
時
〜
15
時

▼
持
ち
物
／
身
体
障
害
者
手
帳

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
山
形
市
十
日

　

町
一
丁
目
６
の
６　

山
形
県
身
体

　

障
が
い
者
更
生
相
談
所　
　
　
　

　
　

☎
０
２
３（
６
２
７
）１
１
９
７

骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
す
る
や
ま
が
た
の
会
ふ
れ
愛
企
画
展

「
い
の
ち
の
輝
き
と
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
展

▼
期
間
／
９
月
１
日
㈪
〜
12
日
㈮

▼
会
場
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

▼
展
示
作
品
／
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
の
メ
ッ
セ
ー

　

ジ
展
、
岡
田
美
穂　

絵
手
紙
作
品
展

《
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
ｉｎ
山
形
》

▼
期
日
／
10
月
18
日
㈯
14
時
〜

▼
日
時
／
９
月
６
日
㈯
９
時
30
分
〜

▼
内
容
／
園
児
と
園
庭
で
一
緒
に
遊
ん

　

だ
り
、
紙
芝
居
を
見
た
り
し
ま
す
。

▼
対
象
／
未
就
園
の
幼
児
と
保
護
者

▼
持
ち
物
／
着
替
え
・
帽
子

▼
問
合
せ
先
／
ま
つ
か
わ
幼
稚
園　

　

担
当
渋
谷　
　
　

☎
57
３
２
１
６

ま
つ
か
わ
幼
稚
園
で
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

▼
日
時
／
10
月
19
日
㈰
10
時
〜
16
時

▼
場
所
／
遊
学
館（
山
形
市
）

▼
内
容
／
○
講
演
会「
仕
事
も
家
族

　

も
守
り
ま
す
」
東
レ
経
営
研
究
所

　

社
長　

佐
々
木
常
夫
氏
※
整
理
券

　

必
要　

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
託
児
／
午
前
と
午
後
で
託
児
室
を
設

　

け
ま
す
。
※
事
前
申
し
込
み
必
要

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
男
女

　

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
チ
ェ
リ
ア　

　

☎
０
２
３（
６
２
９
）
７
７
５
１

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

食
の
安
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
置
賜

　
〝
米
沢
牛
〞
を
は
じ
め
県
産
牛
肉

の
安
全
安
心
の
確
保
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
９
月
10
日
㈬
13
時
30
分
〜

▼
場
所
／
置
賜
総
合
支
庁
２
階
講
堂

▼
内
容
／
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

▼
日
時
／
９
月
14
日
㈰
①
10
時
〜
12

　

時
・
②
13
時
〜
15
時

▼
場
所
／
県
立
う
き
た
む
風
土
記
の

　

丘
考
古
資
料
館

▼
対
象
／
高
校
生
以
上
①
②
各
５
名

▼
参
加
費
／
１
、２
０
０
円

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
軍
手

▼
申
込
締
切
／
９
月
４
日
㈭

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
立

　

う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
２
５
８
５

ガ
ラ
ス
玉
を
つ
く
ろ
う

山
形
県
立
山
形
盲
学
校

目
に
つ
い
て
の
巡
回
相
談
会

山
形
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８

第
35
回
東
北
総
合
体
育
大
会
軟

式
野
球
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す

▼
期
日
／
８
月
23
日
㈯
８
時
30
分
〜

▼
会
場
／
町
野
球
場

▼
組
み
合
わ
せ
／
○
第
１
試
合
宮
城

　

県
×
岩
手
県（
９
時
〜
）
○
第
２

　

試
合
宮
城
県
×
山
形
県（
11
時
30

　

分
〜
）
○
第
３
試
合
岩
手
県
×
山

　

形
県（
14
時
〜
）
※
本
県
代
表
は

   

「
東
北
パ
イ
オ
ニ
ア
」
で
す
。
ご

   

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

   

※
米
沢
市
営
野
球
場
で
も
秋
田
県
、

　

青
森
県
、
福
島
県
の
試
合
が
行
わ

　

れ
ま
す
。

森
林
整
備
実
感
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

▼
日
時
／
９
月
27
日
㈯
８
時
30
分
〜

▼
訪
問
先
／
米
沢
市
塩
路
平
の
草
木
塔
、

　

山
上
の
大
ク
ワ
、
安
久
津
八
幡
の
千

　

年
松
、
南
陽
市
妹
背
の
松
等

▼
募
集
期
間
／
９
月
１
日
〜
19
日

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
総
合
支
庁
森
林
整

　

備
課
☎
35
９
０
５
３（
内
線
３
４
９
）

「
が
ん
患
者
相
談
室
」
の
ご
案
内

▼
日
時
／
９
月
27
日
㈯
13
時
〜
17
時

▼
会
場
／
米
沢
市
伝
国
の
杜

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
立

　

保
健
医
療
大
学
附
属
図
書
館

　
　

☎
０
２
３（
６
８
６
）６
６
７
１

　

http://w
w
w
.yachts.ac.jp/

県
立
保
健
医
療
大
学
公
開
講
座

「
下
請
か
け
こ
み
寺
」

　

取
引
上
の
悩
み
に
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
／
㈶
山
形
県
企
業
振
興
公
社

　
　

☎
０
２
３（
６
４
７
）０
６
６
２

　

http://zenkyo.or.jp/

第
９
回
地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

ｉｎ
お
き
た
ま

全
国
一
斉
成
年
後
見
相
談
会

▼
日
時
／
９
月
15
日
㈷
10
時
〜
16
時

▼
相
談
／
山
形
県
司
法
書
士
会　
　

　
　

☎
０
２
３（
６
２
３
）３
３
２
２

　
　

☎
０
２
３（
６
４
２
）３
４
３
４

▼
開
講
式
／
10
月
18
日
㈯

▼
申
込
締
切
／
９
月
30
日
㈫

▼
問
合
せ
先
／
社
会
福
祉
法
人
山
形

　

い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
　

☎
０
２
３（
６
４
５
）４
３
７
７

　

http://w
w
w
6.ocn.ne.jp/̃yind

　

4343/youkou.htm
l

山
形
い
の
ち
の
電
話

第
11
期
電
話
相
談
員
養
成
講
座

福
祉
の
仕
事
出
張
相
談
会

▼
日
時
／
10
月
２
日
㈭
10
時
30
分
〜

　

15
時

▼
会
場
／
米
沢
合
同
庁
舎

▼
問
合
せ
先
／
山
形
県
福
祉
人
材
セ

　

ン
タ
ー　
　
　
　
　
　

▼
日
時
／
９
月
７
日
㈰
９
時
30
分
〜

▼
会
場
／
米
沢
市
六
郷
コ
ミ
ュ
ニ　

　

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
／
１
組
１
、２
０
０
円

伝
統
野
菜
の
親
子
収
穫
体
験
・
料
理
教
室

　
　

☎
０
２
３（
６
３
３
）７
７
３
９

　

http://w
w
w
.ym
gt-shakyo.or.jp

▼
会
場
／
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル（
山
形
市
）

▼
内
容
／
○
基
調
講
演「
い
の
ち
と
向

　

き
合
う
子
ど
も
た
ち
」
聖
路
加
国
際

　

病
院　

細
矢
亮
太
氏

▼
問
合
せ
先
／
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援

　

す
る
や
ま
が
た
の
会　

小
野
寺　

　

☎
０
２
３（
６
３
２
）
７
０
１
６

　

１
０
０
人
程
度
）

▼
問
合
せ
先
／
山
形
空
港「
空
の
日
・

　

空
の
旬
間
」
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

　

会　
　

☎
０
２
３
７
48
１
３
１
３

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
サ
ポ
ー
ト
に

関
心
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
講
座

で
す
。

▼
日
時
／
９
月
13
日
㈯
10
時
30
分
〜

▼
場
所
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

▼
内
容
／「
自
閉
症
の
方
の
世
界
を

   

体
感
し
て
み
る
」「
目
か
ら
う
ろ

   

こ
の
自
閉
症
サ
ポ
ー
ト
入
門
」

▼
受
講
料
／
１
、０
０
０
円（
資
料
代
等
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　

人
ゆ
に
ぷ
ろ　
　

　

☎
０
９
０（
３
３
１
７
）
４
５
７
６

第
１
回
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
入
門
編
）

や
さ
し
い
中
国
語
講
座

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
年
後
の

上
海
万
博
と
隣
国
中
国
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
中
国
語
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
９
月
５
日
〜
11
月
７
日（
毎

　

週
金
曜
日
）
19
時
〜
20
時
30
分

▼
場
所
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

▼
受
講
料
／
１
、０
０
０
円

▼
テ
キ
ス
ト
代
／
２
、３
１
０
円（
必
要

　

な
方
の
み
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
高
畠
町
国

　

際
交
流
協
会　
　

☎
52
５
７
０
２

▼
テ
ー
マ
・
講
師
／
①「
高
畠
町
の
地

　

形
に
つ
い
て
」
高
畠
ワ
イ
ン
㈱
マ

　

ネ
ー
ジ
ャ
ー　

畑
貴
嘉
氏
②「
伊
達

　

家
と
高
畠
町
」
県
立
う
き
た
む
風

　

土
記
の
丘
考
古
資
料
館
長　

佐
藤

　

鎭
雄
氏
③「
ま
ほ
ろ
ば
の
里
案
内
人

　

と
め
ぐ
る
伊
達
家
の
史
跡
」

▼
日
時
／
①
９
月
６
日
㈯
14
時
〜
②

　

10
月
４
日
㈯
14
時
〜
③
11
時
８
日

　

㈯
13
時
30
分
〜

▼
場
所
／
①
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
②

　

県
立
う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古

　

資
料
館
③
太
陽
館
前
集
合

▼
参
加
費
／
１
、５
０
０
円（
全
日
程
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
高
畠
町
観

　

光
協
会　
　
　
　

☎
57
３
８
４
４

講　
　

座

▼
募
集
期
間
／
８
月
25
日
〜
９
月
４
日

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
置
賜
総
合

　

支
庁
農
業
振
興
課
園
芸
振
興
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
26
６
０
５
１

高
畠
町
歴
史
講
座
〜
伊
達
家
と
高
畠
町
〜

　

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
意
見
交
換

▼
申
込
締
切
／
９
月
５
日
㈮

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
置
賜
保
健

　

所
生
活
衛
生
課　

☎
22
３
７
５
０

2223

住宅から土木・設備工事

お気軽にご相談ください。

良　株式会社　金子建設
TEL（56)2195　FAX（56)3303
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相　談　名 内  容 相談日・曜日 時  間 場   所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと 毎週水曜日
３日、10日、17日、24日 ９：00～15：00

老人福祉センター
老 人 福 祉 セ ン タ ー
（町社会福祉協議会）

☎（51）1008

人 権 男女差別・いじめ・
プライバシー侵害等

第１・３水曜日
３日、17日 ９：00～12：00

行 政 公共機関に対する
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
10日、17日 13：00～15：00

法 律
( 予 約 制 ）各 種 法 律 相 談 第４水曜日

24日 13：30～15：30

教 育
( 予 約 制 ）

子育て・学校生活
上の心配ごと等 随時 教育委員会学校教育課

☎（52）4474

農 地 農 地 関 係 の
困 り ご と 等 ５日㈮  9：00～12：00 役場農業委員会 農 業 委 員 会 事 務 局

☎（52）4479

物 忘 れ 認知症高齢者の
介護に関する相談

随時（専門の医師によ
る相談は後日調整） ８：30～17：00 地域包括支援センター（げんき館内）

地域包括支援センター
☎（52）4495

食事・運動相談
（ 予 約 制 ）

食事や運動など
健康に関する相談

第１・３木曜日
４日、18日 9：00～12：00 げ ん き 館 健康福祉課健康推進室

☎（52）5045
女 性 健 康
( 予 約 制 ）

妊 娠・不 妊・
婦 人 科 疾 患 等

毎週火曜日
２日、９日、16日、30日 13：00～14：00 置賜保健所相談室 置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3205

思春期・青年
期こころの
相談（予約制）

思春期・青年期に見ら
れる社会的ひきこも
りや不登校・摂食障害

第１金曜日
５日 13:30～

置 賜 保 健 所
置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3015
こころの健康
( 予 約 制 ）うつ等、心に関する健康

第２木曜日
11日 14:30～

悩まず、迷わず、まず相談‼

お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

９月の相談９月の相談

▼
御
田
俊
雄
さ
ん（
上
宿
）

　

二
井
宿
小
学
校
へ

図
書
カ
ー
ド
５
千
円
分

▼
引
地
兼
二
さ
ん（
旭
町
）

　

和
田
小
学
校
へ

  

「
こ
が
ね
の
い
な
た
ば
」石
像
１
体

▼
四
釜
久
栄
さ
ん（
野
手
倉
）

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

鉢
植
え
ぶ
ど
う
１
鉢

▼
高
畠
地
区
区
長
会

　

清
拭
布
一
戸
一
枚
運
動

　

清
拭
布
８
８
７
枚
、
布
お
む
つ
46

　

枚
、
タ
オ
ル
８
８
８
枚

▼
二
井
宿
地
区
区
長
会

　

清
拭
布
一
戸
一
枚
運
動

　

清
拭
布
１
９
４
枚
、
布
お
む
つ
39

　

枚
、
タ
オ
ル
23
枚
、
そ
の
他
８
枚

▼
高
畠
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
婦
人
の
会　

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

フ
ラ
イ
パ
ン
２
個

▼
東
京
高
畠
ま
ほ
ろ
ば
会

　

福
祉
の
た
め
に　

３
０
、０
０
０
円

▼
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
高
畠
地
区
青

　

年
部
糠
野
目
支
部

　

糠
野
目
小
学
校
へ

　

優
良
組
織
表
彰
受
賞
金　

５
万
円

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に

　

衣
類
20
点
、
肌
着
・
下
着
７
点
、

　

ス
ー
ツ
３
点

９
月
の

水
道
修
理
指
定
店

▼
荒
井
金
物
企
業
組
合☎

57
３
１
７
０

▼
㈱
ケ
イ
エ
フ　
　

☎
52
４
２
１
７

▼
ハ
マ
ダ
設
備　
　

☎
57
２
６
９
２

【
太
陽
の
家
へ
】

▼
安
部
保
子
さ
ん（
露
藤
中
）

す
も
も
12
㎏

▼
渡
辺
慎
三
さ
ん（
下
町
）　

桃
２
箱

▼
横
尾
博
業
さ
ん（
下
町
）

お
茶
15
袋
、
雑
巾
30
枚

▼
役
場
職
員
一
同

ハ
ッ
ピ
ー
シ
ー
ル
４
冊

高 畠 町 南 陽 市
発生件数（増減） 94（△１） 131（△16）
死 者 数（増減） １（＋１） １（　０）
負傷者数（増減） 117（△６） 175（△21）

※増減は前年同時期との比較です

平成20年７月31日現在の交通事故発生状況

しっかり止まって、しっかり止まって、
はっきり安全を確認しましょう！はっきり安全を確認しましょう！

　暑さによる、“うっかり・ぼんやり”運転による
重傷事故が多発しています。

24
この広報紙は再生紙を使用し、大豆油インキで印刷しています。

発
行
／
山
形
県
高
畠
町　
　

編
集
／
高
畠
町
企
画
課　
　

発
行
部
数
／
7
、
7
0
0
部　
　

印
刷
／
㈲
寄
清
堂
印
刷

２６日
ももの葉風呂ももの葉風呂

効能は…強い紫外線による“日焼け”“あせも”
　　　　“湿疹”“虫さされ”など、夏トラブル
　　　　肌に効果を発揮します！　また、江戸
　　　　時代から親しまれてきた、季節お湯の
　　　　楽しみの風習でもあるんです。

夏は“桃湯”！

日焼け肌をやさいくケア

２、６、２、６、1212、、2222日日はは
漢方風呂漢方風呂ですです

ミニ風呂の日ミニ風呂の日


